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山 口 県 教 育 委 員 会 会 議 録 
 
          日時：平成２８年５月２７日 
          場所：山口県教育庁教育委員会室 

 

教  育  長 

 

 

 

 

 

 

特別支援教育推進室次長 
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全  委  員 

 

教  育  長 

 

 

 

教 職 員 課 長 

 

   

 ただいまから、５月の教育委員会会議を開催いたします。 

最初に本日の署名委員の指名を行います。 

 岡野委員と宮部委員、よろしくお願いします。 

 それでは、議案の審議に入りたいと思います。 

 議案第１号について、特別支援教育推進室から説明をお願いしま

す。 

 

 平成２８年度の山口県教育支援委員会の委員につきまして御協議を

お願いいたします。教育支援委員会の委員につきましては、「山口県

教育支援委員会規則」の第３条第２項の規定により、教育委員会が任

命することとなっております。 

 委員の任期につきましては、同規則第４条の規定により２年間とな

っており、今年度が委員の改選に当たりますことから、お諮りするも

のでございます。 

 委員候補者は、別紙１でお示ししておりますように再任が１３名、

新任が１名の１４名でございます。委員候補者はいずれも障害のある

児童生徒の就学相談の経験を有する、福祉分野での学識経験者、医療

分野での専門医、行政機関の職員及び教育関係者でございます。 

 新任委員１名の交替の理由は、山口県私立幼稚園協会の役員の交替

によるものでございます。なお、委員の任期は平成２８年６月１日か

ら平成３０年５月３１日までとなっております。以上、よろしくお願

いいたします。 

 

 ただいま特別支援教育推進室から議案第１号について説明がありま

したが、御意見、御質問がありましたらお願いします。 

よろしいでしょうか。それでは議案第１号について、承認すること

としてよろしいでしょうか。 

 

 承認。 

 

それでは、議案第１号を承認いたします。 

続いて報告事項に入ります。報告事項１について、教職員課から説

明をお願いします。 

 

  それでは平成２９年度山口県公立学校教員採用候補者選考試験の実

施について御報告いたします。 
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   今年度実施する採用試験の概要につきましては、３月１５日に実施

大綱として発表し、３月の教育委員会会議において、また、採用見込

者数については、算定方法とあわせて４月の教育委員会会議において

説明をさせていただいたところです。このたび、採用見込者数を含め

た試験の詳細な内容を、５月１２日に実施要項として発表し、志願書

類とともに志願者への配付、募集を開始しましたので、これまでの説

明と重なる部分もございますけれども、その概要を改めて御報告いた

します。 

  資料の６ページを御覧ください。はじめに、１の（１）の選考区分

等についてですが、アの一般選考からキの看護科・理療科教諭特別選

考まで７つの区分で実施をします。 

  次に、（２）の採用見込者数についてですが、全体で４１９人程度

としており、昨年度の４１５人程度から、４人の増加となっていま

す。校種別、教科（科目等）別の内訳については、下の表にお示しし

ているとおりです。 

  次のページに参りまして、２の志願書類受付期間は、要項発表の翌

日の５月１３日から受付を開始し、６月３日までとしています。 

  ３の試験期日につきましては、第一次試験を７月１６日(土)、１７

日(日)の２日間、第二次試験を、８月２０日（土）、２１日（日）の

２日間で実施することとしていますが、小学校の個人面接について

は、２１日（日）から２３日（火）までのうち指定する１日で実施い

たします。 

  次のページに参りまして、４の試験会場は、１次試験は山口会場の

県内３高校と、東京会場の國學院大學たまプラーザキャンパスで実施

し、２次試験は県内４高校で実施いたします。 

５の試験内容はお示ししているとおりです。６の結果発表は、１次

試験は８月９日（火）、２次試験は１０月５日（水）の午前９時とし

ています。 

 次に、７の試験の主な変更点についてですが、今年度は２点につい

て変更を行います。 

  まず、(1)の志願区分に「栄養教諭」を追加についてですが、食に関

する指導の中核となる栄養教諭の新規採用を開始するため、新たに栄

養教諭の志願区分を設けます。 

  次に、(2)の社会人特別選考（高等学校水産）における特別免許状の

活用についてですが、高等学校の水産については、教員養成機関が少

ないことから、当該免許状を所有する者が少ない状況にあります。そ

のため、社会人特別選考で高等学校の水産を志願する者については、

特別免許状制度を活用することを前提に、教員免許状がなくても受験

できることといたしました。 

  ８の志願書類の請求等については、お示ししているとおりです。 

  最後に、次のページ、９のその他についてです。 
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  要項発表後、５月１３日から２２日までの間、お示しのとおり教員

採用候補者選考試験説明会を実施いたしました。 

  県内７会場、県外７会場の、合わせて１４会場でパンフレット及び

志願書類を配付し、平成２９年度試験の変更点や試験内容等について

周知するとともに、試験に対する心構えや教員になってからのことな

どを現職教員から熱く語ってもらいました。 

  参加人数は表にお示しのとおりで、空欄部分でございますが、山口

学芸大学会場は７７人、大阪会場は３２人、東京会場は４５人の参加

があり、全体では７６６人の参加を得、昨年度からは５０人の増加と

なりました。 

  以上、平成２９年度山口県公立学校教員採用候補者選考試験の実施

について御報告いたします。 

 

 ただいま教職員課から報告事項１について説明がありましたが、御

意見、御質問がありましたらお願いいたします。 

 

この先、定年退職を迎える先生方が非常に多くなるかと思いますの

で、それを見込んでの採用が行われますけれども、年齢構成があまり

歪にならないように、バランスのとれた選考をしていただければいい

のかなと思うところもあります。また、いろいろな特技をお持ちの方

とか秀でた才能を持ってらっしゃる方も採用されれば、全体によい形

になるのではないかなと期待いたします。 

 

よろしいでしょうか。年齢構成は、以前はかなり歪になっていたの

ですが、最近は受験年齢の緩和ということもありますし、若い人が多

くなっている状況にあります。ただ、50代の教員の大きな膨らみの部

分はあります。だいぶ解消されつつあるという形ですね。他には何か

ありますでしょうか。よろしいでしょうか。 

それでは、この件については、報告のとおり承ります。 

次に、報告事項２について、高校教育課から説明をお願いします。 

 

平成２８年３月新規高等学校等卒業者の就職状況等について御報告

いたします。 

お手元の資料１０ページの方を御覧ください。 

この表は求人、求職、求職状況につきまして山口労働局発表、３月

末資料を基に作成したものであります。数字は各枠の下の段が本年３

月末、上の段の括弧内が昨年３月末の数値となっております。 

まず、求人数。Ａの欄にありますように、全体で４，９７５人であ

り、昨年同期の括弧内の４，４６９人に対し５０６人、率にしまして

１１．３％の増加となっております。 

次に、就職を希望する生徒の数、これはＢの就職希望者数の欄にな
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りますが、県内県外合わせて合計で３，２２１人であり、昨年同期の

括弧内の３，１３３人に対して８８人、率にして２．８％増加してお

ります。また、Ｅの未内定につきましては合計で１８人となっており

ます。 

さらに就職内定率、Ｆの欄にありますように、これは全体で９９．

４％、この数値は３年連続９９％台を維持しまして、過去２番目に当

たる高水準となっております。 

さらに、県内就職率はＧの上の段にありますように８０．５％、昨

年度に比べ、若干減少している状況であります。 

続きまして、今年度の就職支援対策についてですが、資料の１１ペ

ージを御覧ください。基本的な方針はそこに書いてございますよう

に、新規高卒者を取り巻く雇用情勢の変化に迅速に対応するため、今

年度も引き続き、ガイダンスの充実、求人開拓の強化、マッチングの

促進、これを３つの柱といたしまして、関係機関との連携を深めなが

ら、組織的できめ細かな就職支援により、就職を希望する全ての生徒

の進路実現を図ることとしております。その下の方に、就職支援に係

るスケジュールをお示ししているところでございます。 

１２ページには、やまぐちの活力を支える高校生育成事業、その中

で県内就職促進関係の事業概要をお示ししております。各事業ともほ

ぼ昨年度と同様の内容で実施いたしますが、（３）に示しておりま

す、県内就職促進協議会につきましては、県内７地区の実施に加えま

して、今年度は参加希望の事業所が多数ありましたため、臨時の協議

会を６月２１日に開催することといたしました。 

それから、（５）の県内就職ガイダンス等の充実事業のうち、地域

産業魅力発見セミナー、これにつきましては昨年度との変更点とし

て、今年度は対象を普通科も広げて開催することとしております。今

年度も引き続き、就職を希望する全ての生徒の進路実現及び高校生の

県内就職に向けた取組を学校関係機関と連携しながら積極的に推進し

てまいります。以上であります。 

 

ただいま高校教育課の方から報告事項２について説明がありました

が、御意見、御質問がありましたらお願いいたします。 

 

１０ページのところですが、就職希望者はほとんど就職できている

という状況でありまして、これは非常にいい傾向だなと思っておりま

す。最初、卒業時に非常に高い率で就職されるのですが、大学でよく

言われていますが、３年ぐらいのうちに相当な率の方が、最初に就職

したところを辞めていくというようなことを、新聞でもよく言われて

いますけれども、高校生の場合はそういうことはないのでしょうか。 

 もしあったら、卒業後、何年くらいまで学校が関与して就職につな

げる活動を、現役の学生さんと同じような形でしておられるのか教え
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ていただければ結構です。お願いします。 

 

離職率等に関する質問ですね。 

 

離職後の対応については、何年というふうに明確に決めている部分

ではありませんが、学校の教員等が求人開拓等で企業訪問をする際

に、既にそこで勤務している生徒の状況等を把握しながら進めており

ます。実際に企業とのマッチングを十分に行って就職したけど、こん

なはずじゃなかったとならないように、事前のマッチングをしっかり

進めること、それと就職後の状況の確認を行いながら、離職率が高く

ならないように進めております。 

 

３年間の離職率はわかりますか。 

 

直近のデータでは高校生の場合、３年間での離職率は３９．５％と

なっております。 

 

それは大学生の場合でも全く同じなのですが、最初はここへ行きた

い、こういう仕事をしたいという希望を持っていても、必ずしも希望

どおり就職が決まるわけではないけれども、とりあえずは食べていか

ないといけないので就職する人ももちろんいるとは思うんですよね。 

だから、今の数値は僕が想定したよりちょっと多いかなという感覚

がありましたが、やっぱり今のマッチングの問題が大きいとは思いま

す。それと基本的には田舎の県ということで、それほど求人数が多く

ないというのが大きな原因だとは思うんですけども。 

商業や工業高校とかは、かなり現場の、仕事のニーズを反映して学

校のカリキュラムが編成されているとは思うんですけど、普通高校で

すと、どうしても受験が中心になっているんじゃないかと思うんで

す。そうすると、普通高校の中でももちろん就職する方、クラスもあ

りますよね。そういう人たちが現場のニーズと合ってないような教育

がもしかしてされているのではないかなというように考えるんですよ

ね。職業高校に比べると、どうしても就職への意識が普通高校の場合

は少なくて、カリキュラムは私が学生時代の頃とあんまり変わってな

いような気がするんですね。その辺りのことはどうなんでしょうか。

実際に普通高校の中でも就職する人たちがたくさんいるので、その人

たちに対する現場のニーズ、職場がどういう学生を求めているのかと

いうことと、就職を目指す人たちへの教育ですよね。こういうことが

上手くマッチングしているのかなということなんです。 

 

普通科高校と専門高校等はカリキュラム、目指すところが基本的に

違うというところはございます。普通高校の生徒においても就職を希
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望する生徒に対して、専門高校等に主に配置しておりました就職支援

サポーターを近隣の普通科高校で就職を希望する生徒に対しても、就

職相談、サポート等を行う体制をとりながら、できるだけマッチング

を図れるように進めている状況であります。 

 

思いつきなんですが、普通高校におられる先生方というのはどうし

ても受験科目にあるような領域の先生方が多いと思うんですね。職業

高校というのは、職業を意識して配置されているわけですから、商業

高校が近くにあった場合は、普通高校の一部の授業でもいいので、そ

の専門高校の例えば商業関係の授業とうまく連携をとって授業を受け

られるような仕組みができるといいかなと。もう少し現場に合った、

例えば、コンピューターや簿記、あるいは語学などが、もし専門高校

の方により多く配置されていたら、その先生という資源を有効に利用

できるのではないかなと。まあ思いつきなんですけれども、もし考え

ていただければ。 

 

実際その形が可能かというのはありますけれど、今、普通科高校の

中でも、そういった子どもたちのニーズに合わせて、選択科目の中で

選択できるような形をとっている学校もあります。それはあくまでも

ニーズが多い状況の中での対応なので、１人の中でできるかというと

難しい面もあるかもしれません。今後そういったことも考えていきた

いと思います。 

 

中田委員さんの質問に続いての質問、マッチングの話なんですが、

実は、今、求人倍率が大変高い状態で、地元はなかなか人手不足とい

うことで各産業は皆困っているわけなんです。我々の会社が高卒採用

の手続をしますと、やはり実業学校、専門学校にしてもニーズが限ら

れていて、割り振りが決まっているから、例えば３人の求人に対して

も１人ですよという答えの中で、回していただけるんですが。 

それで、先ほどのお話に戻りますが、普通高校へ求人のお話に行く

と、例えば、話の入口から、建設業ですかという話になるわけです。

実際は業務の管理をするわけですから、別に専門の学科を卒業してい

なくても、いくらでも仕事ができるという会社の思いで募集に行くの

ですが、なかなかその先生方の思いで、そこから進まないというのが

現実ですね。 

実業学校についてはインターンシップもありますし、それぞれのや

り方で会社の実態というのは建設業に限らず、みんなそういう形で生

きていると思うんですが、それではうまくいかないかなと。ただ現実

に１００％近く就職されているわけですから、地元企業としては、そ

の人材確保に大変苦労しているというのが実情です。 

今の普通科の生徒さんたちがうまくいく中で就職する可能性ができ
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れば、またいいんじゃないかなと思っています。それとさっき出てい

ましたが、３年で３割強が離職するという話ですが、これも離職後で

は実は取り合いになっているんですね、地場は。人が足らないという

ことで、もううちの会社なんかも、盆正月に友達が地元に帰ってきた

ら、うまいこと話をしてということで、最初はみんな分からなくて入

っているわけなんで、そういった事でも人のその奪い合いと言います

か、ただ仕事が合わないから辞めるんでなくて、条件がそれぞれの会

社が違うわけなので、特に、一部上場企業の勤務から地元企業へと言

うのは結構差がありますので、そこらで人が動くというのもあるよう

に聞いております。 

もう１点質問なんですが、県内と県外の考え方ですが、一部上場企

業に行く場合、地元勤務と本社勤務の両方あるんですが、例えば、マ

ツダの防府工場に勤務するとしたら、これは県外就職になるのか、県

内就職になるのか。岩国から行く場合は、マツダの本社の工場に行く

者も多いんで、たぶんこれは県外だと思うんですが、例えば防府の場

合とか、本社と事業所の関係はどういう扱いになるんですか。 

 

今の具体的な話でいきますと、マツダは防府であれば、県内就職と

いうことになります。要はその採用がどこの事業所での採用であるか

ということですので、その場合は、本社は当然広島ですが県内の就職

という形になります。 

 

私の身近な人間が就職活動している話を聞いて、大手の企業さんの

情報はよくわかるんだけれども、地元の中小企業さんの内容はあんま

りよくわからないので、どこ行けばそういう情報があるんだろうって

聞かれたことがありました。その辺の情報提供をどのようにされてい

るのかというのと、テレビで浅原教育長が企業にＰＲされて頑張って

らっしゃるのを見まして、いろいろな活動されていらっしゃるのか、

少し教えていただければと思っております。 

 

県内企業に大手、中小ありますが、できるだけ理解と促進を図るた

めに、学校の方でも情報提供に努めているところではあります。それ

ともう一点、求人開拓の関係で教育長、知事、商工労働部長等が、各

県内企業、商工会議所等の団体も含めて、求人のお願いをする中で、

さまざまな情報交換をしながら行っているところです。 

 

求人開拓は、知事や商工労働部長、あるいは教育長、それぞれポイ

ント合わせて、いろんなところへ行って、すべてを回るわけではあり

ませんけれども、お願いして回っております。そういう中でさっき話

がありましたように、有効求人倍率が１倍を超えているなかで、求人

を出してくれ出してくれって言われるけど、逆にその求人を出しても
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人が来ないっていう話もあちこちで聞かれる状況ではあります。 

そうは言っても、ここにあります１８人が未内定で卒業している。

就職希望でありながら、就職が決まらずに卒業しているという者がお

るという状況の中で、できるだけ求人をたくさん出していただくよう

に、お願いをし続けているという状況ではあります。 

 

 １１ページの資料なんですが、３月末で終わっているような形にな

っているんですが、日本は３月が節目ということで、こういう形にな

るかと思うんです。２月、３月に大学に落ちてしまって就職しようか

と思う方とか、３月になっても就職が決まらなくて、とりあえず入れ

るところに入ってしまおうという人とかのことを考えれば、もうちょ

っと先まで支援して考える、自分に合ったところに就職できれば、離

職率も減ってきますし、採用枠が残っている企業さんとかも助かって

いくんじゃないのかなと思ったんですけれども、３月後の支援という

のはどういう形でされているんでしょうか。 

 

 ３月末段階で未内定の者、昨年度末で１８名ですが、この子達につ

いては、引き続き関係機関と学校と連携しながら、情報を提供しなが

ら支援に努めている状況です。 

ちなみに、一昨年度末に１７名の者が未内定で残っておりましたけ

ど、現時点では全員が内定、進学先が決まっている状況ではありま

す。 

  

私は自分が就職したことがない人間ですから、よくわからないので

すが、高校の就職担当の先生方が大変苦労されて、いろんなところを

訪問されていることはよく伺っています。 

大変なお仕事をされているなあということで、９９％という就職率

が出たということは素晴らしいことだと思うんですけれども、先ほど

中田委員さんが言われたように、３年後には約４０％の学生が離職し

ているという数字を聞いたときに、就職をするときに、どうしてもう

少ししっかりと雇う側と雇われる側との話し合いができて、意思の統

一と言いますか、そういった事ができてれば、これだけ離職率が大き

くならなくてすむんじゃないかなと。なぜ辞めなければいけないか、

そこら辺がきちんとデータとして出ているのか。辞める理由はやっぱ

りあると思うんですよ。辞めさせられることもあるかもしれないけれ

ど、そこら辺がきちんとできてればいいんじゃないかなと思います。

こんなに離職率が高いというのが、どうしても信じられないというの

が１つ。それからもう１つは、東京の方でも就職説明会というのがあ

るとありますけれども、県外で就職説明会があるということは、そこ

に来られる学生たちはおそらく、山口県に帰ってみようかという気持

ちがあって受けているんでしょうか。それとも、いろんなところの話



- 9 - 

 

 

 

 

 

高校教育課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岡 野 委 員 

 

 

 

高校教育課長 

 

 

 

 

 

 

岡 野 委 員 

 

 

 

 

 

教 育 長 

 

 

 

高校教育課長 

を聞いて、自分の知りたいところを見つけようと思って説明を受けに

行かれるのか。県外で説明会を受けた人達っていうのはどれぐらい山

口県に帰って来ているのか、その辺の人数というのもちょっと知りた

いなと思うんですが。 

 

今の高校卒、就職の段階において、県外の説明会には参加しており

ませんので、県外に実際に就職している部分ということになります。

そのため説明会ということで、県外の方ではない状況です。 

それと最初にお尋ねがありました、離職率の関係についての対応

は、先ほども申し上げましたようにいろんな制度があります。職場見

学ということで、実際に就職する子が企業に行ってどんな感じである

か実際に見たりするなかで、ただ全員ではないですが、できるだけマ

ッチングに努めております。 

ただ、なぜ辞めたかという状況は、統計的にこちらで把握している

ものはありませんが、実際は思っていたものと違ったとか、企業の側

からすれば、以前だったらこれで辞めるはずはないのにという声も聞

いたりすることもあります。そういった就職先でも頑張っていけるよ

うな育成も大事なのかなと思います。 

 

３年ぐらいは学校がある程度サポートして下さるんですか、辞めた

後も。それとも、１回は採用の時にきちんとお手伝いをするという。

その後は自分たちでやって下さいっていう形なんでしょうか。 

 

特に何年という規定があるわけではなくて、就職して辞めた卒業生

が学校に戻ってきた場合は、教員が相談に乗りながら、ハローワーク

等に行くとか、相談を受けて対応することはあります。ただ、中には

辞めていること自体を把握できないケースもありますので、その辺を

学校としては、ある程度そういう状況が分かったときにできる支援を

している状況ではあります。 

 

ありがとうございます。もう１件いいですか。どういうところに就

職しているかっていうのはすごく気になるんですが、その中で１つ、

山口県は１次産業をきちんとしなきゃいけないっていう話がよく出る

んですが、そういった関係への就職をしている人がどれぐらいいらっ

しゃいますか。 

 

第一次産業の就職率を調べていますか。労働局のデータもありませ

んか。すぐに出て来なければ、また後でお知らせしましょう。ある 

かどうか見てみます。 

 

また確認させていただきます。 



- 10 - 

 

教 育 長 

 

 

 

 

 

 

高校教育課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

後ほどお知らせしましょう。だいぶ御意見いただきました。よろし

いでしょうか。就職について、またしっかりと取り組んでまいりたい

と思います。 

 それでは、この件については、報告のとおり承ります。 

続いて協議事項に入ります。 

協議事項１について、高校教育課から説明をお願いします。 

 

それでは、県立高校の再編整備等につきまして御協議をお願いいた

します。昨年１０月に、平成２７年度から平成３０年度を期間とする

再編整備計画を策定いたしまして、これまで学校、地域の関係者との

意見などもお聞きしながら、実施時期等の具体的な内容について検討

を行ってきたところです。本日は、そのうちの、響高校と豊北高校の

再編統合、それと宇部高校、下関西高校への探究科の導入につきまし

て、導入に伴う平成２９年度学科改編について御説明いたします。 

お手元の資料１４ページをお開きください。 

まず、響高校と豊北高校の再編統合についてです。中学校卒業者数

の減少に伴う学校の小規模化が見込まれる中、より質の高い高校教育

を提供するため、再編整備計画に基づき、両校を再編統合する方向で

進めたいと考えております。 

まず、両校統合後の新高校のコンセプトですが、「１」にお示しし

ておりますように、両校の歴史や伝統を踏まえた学校とするため、

「地域と連携・協働する教育活動の推進により、郷土への愛着と誇り

を育み、未来社会に対応できる実践力を培う学校」とし、その下に３

点お示しした人材育成をめざした学校にしたいと考えております。 

次に、新高校の概要でありますが、実施年度につきましては、「２

（１）」にありますように、全県及び下関地域の大幅な生徒減少に対

応するため、平成３０年度にしたいというふうに考えております。 

統合後の校地につきましては、両校の立地状況や志願・入学者の状

況、地理的条件、あるいは交通事情等による生徒への影響など、様々

な視点から検討を行いましたところ、豊北町の中学生は、地理的条

件、交通事情により、進路先が限られている状況にあるということ、

それから両校の入学者の出身地を見ますと、豊浦・豊北地域からの入

学者については豊北高校の方が多い状況にあること、さらに県全体の

高校の配置バランスを踏まえますと、豊北の地に高校がなくなれば、

下関北部の広い範囲が高校配置の空白地帯となる、そのなかで地元中

学生に与える影響が大きいこと、そういった理由から、豊北高校の校

地にしたいと考えております。 

設置学科につきましては、両校の現在の設置学科を継承し、普通科

とする方向で考えております。 

（２）にあります、新高校への移行につきましては、新高校では、
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平成３０年度に第１期生が入学し、そして、平成３２年度で１年生か

ら３年生が揃うことになります。 

次に、教育の特色の方向性についてです。 

新高校では、両校の歴史や伝統などを継承した取組を検討すること

としており、そこの（１）から（４）にお示しししておりますよう

に、１点目は学力の向上により生徒の進路希望に応える教育の推進、

２点目は地域と連携・協働した教育の推進、３点目が生徒の社会的・

職業的な自立を促す教育の推進、そして４点目に豊かな心を育む教育

の推進、以上の４点を柱とした学校づくりを考えております。具体的

には、例えば、豊北高校が長年実施してきた、大学進学をめざした習

熟度別の授業、そういった取組でありますとか、響高校の方で伝統的

に実践している、ハングルや中国語の学習、こういった学習を中心と

した国際教育などを特色にしたいというふうに考えております。 

なお、具体的なこうした内容につきましては、教育内容につきまし

ては、今後、様々な方からの御意見も伺いながら、学校と密に連携し

て検討してまいりたいと考えております。 

４番目に部活動についてですが、現在、両校で開設されているもの

を可能な限り継続するとともに、中学生のニーズ等を踏まえ、部活動

の運営について検討し、部活の活性化を促進することとしておりま

す。 

資料の方にはお示ししておりませんが、今後のスケジュールです

が、この本日お示しした再編統合の具体案につきましては、来週にな

りますが、６月５日（日）に滝部公民館及び川棚公民館で地域説明会

を開催し、地域の方々にも直接御説明するとともに、６月の県議会文

教警察委員会においてもお示しし、御意見を伺うこととしておりま

す。 

両校の再編統合につきましては、こうしていただいた様々な御意見

等も踏まえながら、検討を重ねた上で決定していきたいと考えており

ます。このような方向性で両校の再編統合を進めることとしてよろし

いか、御協議をお願いしたいと思います。 

合わせましてもう１点の「平成２９年度 山口県公立高等学校の学

科改編」について御説明いたします。 

 資料の方は１６ページを御覧ください。 

まず、学科改編の内容についてですが、「１」にありますように、

平成２９年度から、「探究科」を、宇部高校と下関西高校に導入した

いと考えております。このことにつきましても、県立高校再編整備計

画の中で、両校に探究科を導入する方向で検討することをお示しした

ところです。 

この計画策定後、探究科のあり方を検討する委員会を立ち上げ、学

科の目標でありますとか、学習内容など探究科の方向性について協議

を進めてまいりました。 
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探究科とは、そこにお示ししておりますように、知識・技能の習得

のみならず、思考力・判断力・表現力を高め、主体的・協働的に課題

解決を図る学習を重視する学科としております。 

探究科の導入によりまして、現在、国の方で進めております「高等

学校教育改革」、あるいは「大学入学者選抜改革」などで重視されて

いる、質の高い深い学びをめざす「アクティブ・ラーニング」の視点

からの学習活動の充実でありますとか、学力の多面的・総合的な評価

などに、いち早く対応することができると考えております。 

さらに、大学等への進学に重点を置く取組を拠点となって進める学

校、高校として、地域の期待に応える、新たな魅力づくりにもなるも

のと考えております。 

なお、「探究科」にはその枠にも示してありますが、「人文社会科

学科」それと「自然科学科」この２学科を設置し、これに伴いまし

て、現在の理数科、この募集を停止したいと考えております。 

次に、探究科のコンセプトですが、「２」にお示ししておりますよ

うに、新しい時代に求められる探究力の育成、それと高等教育での学

修の基盤となる学力の育成、この２つを柱として掲げております。 

探究的な学習を行うことにより、自ら課題を発見し、その解決をめ

ざして他者と協働しながら、主体的に課題解決を図ろうとする力を育

むとともに、専門的な研究活動や教科の発展的な学習を推進すること

により、大学等の高等教育での高度でより能動的な学修につながる、

そういった学力を育んでまいりたいと考えております。 

次に、３番目の教育の特色ですが、今申し上げましたコンセプトに

基づきまして、探究的な活動を進める科目の設定、あるいは各科目に

おける探究的な活動の導入、さらには理数・英語における専門科目の

開設、ゼミ形式の授業、あるいはフィールドワーク等の体験的な活動

など、多様な学習形態の導入、そういった特色ある教育内容により、

探究力等を育成するとともに、より深い学び、高度な学習を展開した

いと考えております。 

なお、募集定員、それから募集方法等につきましては、７月上旬に

公表いたします、入学者選抜実施大綱の中でお示しすることとしてお

ります。 

このような方向性で宇部高校と下関西高校への探究科の導入を進め

ることとしてよろしいか、御協議の方をよろしくお願いします。 

 

ただいま高校教育課の方から協議事項１について説明がありまし

た。１つは響高校と豊北高校の再編統合。もう１つは探究科の導入と

いうことであります。御意見、御質問がありましたらお願いいたしま

す。 

 

豊北高校と響高校の統合というので、あの地域から高校がなくなる
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ということがないということが、とてもありがたいと思いますね。や

はり、山口県内のいろんな地域に学校というのは核になりますから、

ぜひ残していただきたいと思いますので、これで進めていただきたい

と思います。 

今度、全県一区になりまして、今この地域の学生の数がどのように

少なくなりつつあるのかというのを知りたいのが１つです。地域の方

にしっかりと説明してください。地域のなかの学校、学校があるから

地域があるというような感じで、地域の皆さんには理解というか、協

力がないと学校運営も難しくなりますので、ぜひ地域の説明会のとき

にはわかりやすくきちんと説明をしていただきたいと思います。 

それから、もう１点、学科編成の件ですけれども、聞きなれない探

究科という言葉が出まして、今説明いただけましたけれども、こうい

う科を作られるのは構わないんですが、こういうのを作って前に進ん

でいかれるのであれば、教職員の指導力の育成ということをきちんと

やっていただかないと、ちょっと今までとまた少し変わってきている

んじゃないかと思います。その辺もちょっと心配なので、先生方が指

導をきちんとできるようにしていただけたらと思います。 

 

ありがとうございます。１点目のこの地域への説明について、しっ

かり地域の方でも説明していきたいと思います。子どもたちの人数の

ところでは、先ほど平成３０年度からと申し上げましたが、３０年度

から３１、３２、３３、４年間かけて下関市内の地域で約３００人程

度の子どもたちが減る状況になります。ということも踏まえて、その

段階では統合した、両方合わせた形で新しい学校での取組に入れるよ

うにしたいと思っています。 

それから２点目の探究科の設置に向けてということで、特に教員の

資質能力の向上という点で、探究的な学習、先ほど申し上げたアクテ

ィブ･ラーニング等、これは探究科に限らず全教員がこういった資質能

力を向上していく必要があるかと思います。とりわけ、重点的に取り

組む両校につきましては、臨採もそれに向けて研修等も重ねながら準

備していくようになると思います。 

 

他にございませんでしょうか。はい、どうぞ。 

 

学科改編の方なんですけれども、理数科から探究科に替えたという

のではなく、廃止して新たに作ったということで把握していいのでし

ょうか。理数科というのは、私のイメージでは理系の高度なことを勉

強する科というイメージがあったんですけれども。探究科になると２

つに分かれていまして、人文社会科学科が文系で自然科学科が理系に

行きたいお子さんが行くのかなといったイメージができてしまったん

です。普通科との違いが、名前を見ただけではよくわからないところ
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と、どういう大学とか職業を目指すお子さんにこの科を選んでほしい

とか、選ばれればいいよとお勧めをしていいのかとか、そういうとこ

ろの内容的なものというかイメージがちょっと湧かないので、その辺

の御説明をお願いできますか。 

 

最初に御質問がありました、理数科が探究科に替わるのかというこ

とですが、今の時代に求められる探究力を育成する、そういった子ど

もたちを育むということで、大学等の高等教育における学習につなが

る学力を育む、単に理数というだけではなくて、幅広い探究力を育成

する新しい学科として、今回探究科を導入する方向で検討しておりま

す。 

その中で大きく人文社会科学系、自然科学系という二つの学科を設

けるに当たりましては、理数科、ある意味理科・数学といった理数系

に重点化していた学科、それはそのまま自然科学系につながる部分と

して、受け皿になり得るものとして理数科の方も募集を辞めるという

形にしております。 

それとこの探究科の人文社会科学科と自然科学科、そこでどういっ

た学習内容をするか、先ほど教育の特色の方向性で大まかな形で、こ

ういったものを目指すということで、学力の向上等といろいろ申し上

げました。この辺を具体的にできるだけ見える形に、特に一番上でい

くと、基礎的な知識・技能に加えて、それを活用して課題を解決する

まさに探究力をしっかり育てると。教育の特色として、特に探究的な

活動を進めて、探究力や情報活用能力等をしっかり育成していく。 

それと高等教育における高度で、より行動的な学習につながるよう

な学力を育むということを目指していくことを考えております。 

 

中学生が選ぶときに、普通科か、人文社会科学科か、自然科学科に

行くのかを選択するときに、これがあるからここに行きたいというこ

とが、中学生にもわかりやすいような説明があればいいなと思いまし

た。 

どこに行こうかと迷ってしまうと思います。親としてもどこを薦め

ようというのがわからない。名前だけではちょっとはっきりとしな

い。どういった大学の学部につながるんだよ、将来の職業のこういう

ことにつながるんだよというイメージが、ちょっと名前だけではまず

湧きにくいなと私は感じました。 

 

委員会を立ち上げて、宇部高校、それから下関西高校の関係者も交

えて、具体的にどういうふうな教育をやるのかしっかり検討している

ところなのですが。今、ちょっと十分説明できませんでしたけれど

も、学校、中学生に対しては、しっかりその辺りがわかりやすいよう

に、選択しやすいように伝えていきたいなと思います。 
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ちょっと補足いいですか。 

 

はい、どうぞ。 

 

 最近、報道等でよく話題になりますけど、これからの時代、例えば

人工知能とかが、すごく発達してきて、やはり人間の力というのは、

物を知っているとか、そういうことだけでこれからは人間の力という

ものをもっと幅広く、別の面で求められるような時代になると。 

やはりこれからの教育は、自分たちで課題を見つけて、みんなとい

ろいろ相談をしたり話し合いをしたりしながら、その課題解決に向け

てどんな手法を考えて取り組んで行くとか、そういった人材がすごく

求められるんだというような考え方なんです。 

その中で、今、理数科には課題研究という授業があって、自分たち

で課題を設定して、その課題に対して、チームを組んだり、外部の関

係機関と連携をしたりしながら研究を深めていくという勉強をしてい

ます。今は理数科であればそれは理系の取組しかできないので、これ

からは例えば文系の生徒であっても、例えば地域課題で、今後の人口

減少について地域はどういうふうになるべきか、そういうことを高校

生が自分たちで課題を設定して、いろいろと自治体や商工会議所の協

力を得ながらとか、そういった形で自分たちなりにいろいろと研究を

してみようという取組をしっかりやらせたいということで、人文社会

科学系というのも実はそういう取組を目指しているところなんです。 

そういう勉強をして、主には大学進学を目指して欲しいというふう

に我々は考えていまして、大学の中でまたそういった力を活かして、

より幅広い力を付けて、社会でしっかり貢献できるような人材にとい

うことで、こういう学科を今考えているところです。 

中学生に対しては、先ほども教育長の方からありましたけれども、

学校説明会等も今後行いますので、その場でよりわかりやすく、イメ

ージしやすいように、具体例等もしっかり入れながら説明をしていき

たいと思っているところです。 

 

はい、ありがとうございます。 

 

はい、どうぞ。 

 

 新高校への移行の方ですが、２つの高校がひとつになるということ

で、残念に思われる方もいらっしゃるとは思います。ただ、その中

で、規模がないとできないこと、スケールメリットがないと実現でき

ないことをよく御理解いただいて、更なる飛躍のための統合なんだっ

ていうのを言っていただかないと、やはり、全県一区という中で、特
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色のある高校にならなければ、統合してもまた次の段階で縮小という

方向になってしまうのではという心配があります。 

統合することで、何か特色のある、この学校だからというものを目

指していただければいいのかなと感じております。まあ、学生さんが

出ていくので、いたし方ないんじゃないのかなとも思いますが、やは

り地域として、高校が必要ということもありますので、それを残すた

めにも、特色のある学校づくりが必要なのかなと思います。 

 それと探究科の方ですが、時代の要請でそういったものになってき

ていると思われます。応用力のある学生、子どもたちを育成していく

という主旨だと思いますが、私も今議論を聞いていて、この探究科に

入ったら、大学はどこに行くんだろうというところが、まだよくわか

らないところがあります。 

その辺をちゃんと子どもたち、親御さんにＰＲできないと、志願す

る人もわからないかもしれないなとちょっと心配に思います。逆に、

その辺をしっかりＰＲできて、新しい時代に合った教育なんだという

のが、子どもさん、親御さんにわかってもらえれば、志願する方が増

えて、新しい道が見えるのかなと感じております。理数科というんじ

ゃなくて、理系文系両方併せて応用力を身に付ける新しい人材を育成

するという考えでよろしいんでしょうか。 

 

 今の御質問の方からいきますと、まさに仰いましたように理系・文

系をひっくるめて、探究していく力を育成していく学科、具体的には

人文社会科学科が文系的な要素を持ちますし、自然科学科が理系的な

要素、理科・数学を専門的に高い学習の重点を置く学科というかたち

になっているということになります。そういったことを、先程もあり

ましたように、中学校等にわかりやすく説明していきたいというふう

に思っております。 

 それと最初にお話されました響高校、豊北高校の統合につきまして

は、移行期においては、２年生、３年生だけが残る形となる年度もあ

りますが、１年生、２年生辺りと必要に応じて一緒にできるところは

やるなり、特に部活動あたりもそうですけど、子どもたちに制約とな

らないようにできる配慮や支援等をしていきたいと考えております。 

 

 はい、どうぞ。 

 

 私もよくわからないんですけれども、探究科の説明の件ですが、廣

川次長さんがさっき仰いましたのは非常によく理解できたんです。だ

から、「探究科とは」のところも、皆さん行政用語というのをよく使

われますけど、民間の方は行政用語がわからないですよ、硬くって。

だから、書類で出す場合は仕方ないにしても、説明会のときには理解

できるようなもっとやさしい、普通の人が訊いてなるほどと感じるよ
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うな文言を考えて説明していただきたい。 

こういうとこももう少しやさしく、理解しやすいように、人文科学

科とか自然科学科がどういったものなのかというのを、もう少し理解

できるような説明の仕方をされたら、皆さん十分お分かりになると思

いますから、その辺ちょっと手を入れていただくとよろしいんじゃな

いでしょうか。 

 

 しっかりそれを心掛けたいと思います。特に中学生やその保護者に

説明するときに、こちらが思ったことが伝わらないと本当に残念なこ

とになりますので、十分配慮したいと思います。ありがとうございま

す。他にございませんでしょうか。 

 それでは、今の話につきましては協議内容のとおりに進めていただ

きたいと思います。次に、次回の教育委員会会議の日程について、教

育政策課から説明をお願います。 

 

 次回６月の教育委員会会議につきましては、６月２３日木曜日の午

前９時３０分から開催することとしておりますので、よろしくお願い

いたします。 

 

 


